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1. 超分⼦架橋構造による刺激応答性材料 
 ビオロゲンは、シクロデキストリン(CD)
の分⼦運動に対して、スイッチング可能なエ
ネルギー障壁として機能する。ビオロゲンを
含むホストゲスト可逆架橋ヒドロゲルを作
製したところ、このゲルは酸化還元刺激に応
じて膨潤収縮した。空孔サイズが⼤きく、2
つのゲスト分⼦を包接できる γCD にて、特
に⼤きな変位を⽰すことを⾒出した (図 1) 。 
2. 超分⼦架橋構造による強靭化材料の創製 
 ポリマーネットワークに CD 環を組み込
み、⾼分⼦材料の諸特性への影響を調べた。 
 これまでのホストゲスト材料は、⽔を必要
とするヒドロゲル型が主流であったが、液体
のアクリルアミド誘導体をホストモノマー
及びゲストモノマーと塊状重合することで、
強靭で⾃⼰修復性を有する無溶媒の強靭材
料を得ることに成功した(図 2)。1 低極性の
汎⽤モノマーに対しては、疎⽔化した CD モ
ノマーを⽤いることで同様の塊状重合が可
能であり、特に強靭化したエラストマー材料
を得ることができた(図 3)。2,3 このエラス
トマーはイオン液体に浸潤させることが可
能であり、独⾃の架橋構造のために、従来の
化学架橋型材料に⽐べて特に⾼い電気伝導
性を⽰す⾼分⼦材料となった(図 4)。4 
 今後、超分⼦材料の粘弾性等の⼒学物性の
解明を進め、その知⾒に基づく分⼦設計から、
さらなる新しい材料への発展を⽬指す。 
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図１．酸化還元剤で膨潤収縮するゲル． 
 

 
図２．ホストゲスト架橋材料による自己修復

する表面塗膜． 
 

 
図３．疎水性高分子への超分子材料の展開． 
 

 
図４．イオン液体による導電性超分子材料． 
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Rapid Self-healing materials consisting of polyrotaxane cross-linked by 



host-guest interactions.  
� 1PB-035 

〇米井 進・以倉 崚平・髙島 義徳・大﨑 基史・原田 明・山口 浩靖 
ホスト-ゲスト含有ヒドロゲルの接着率の含水量依存性  

� 1PC-063 
〇Yuichiro Kobayashi, Yoshinori Takashima, Hiroyasu Yamaguchi, Akira 
Harada 
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2019 年 10 月 15 日(火) - 17 日(木) 

知財 

� 特願 2019-188135 2019 年 10 月 11 日 
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Ⅵ その他研究業績、発表文献 

� 大阪大学大学院理学研究科 大﨑 基史・髙島 義徳 
CSJ 化学フェスタ 産学官 R&D紹介 
2019 年 10 月 15 日(火)～17 日(木) 



� 大阪大学大学院理学研究科 大﨑 基史 
革新的強靭性と自己修復性をもつ新規超分子で新製品を！ 
イノベーション・ジャパン 2019 展示 
2019 年 8 月 29 日(木)～30 日(金) 

 


